
ｽﾄﾚｽと遺伝⼦

ｽﾄﾚｽと遺伝⼦ 市川治療室 No158/2004.09

ｽﾄﾚｽとは各種のｽﾄﾚｯｻｰ（ｽﾄﾚｽを引き起こす原因）の刺激による⾝体の反応です。

主なｽﾄﾚｯｻｰの種類

物理的           … 寒暑・騒⾳・過密など
科学的           … 毒物・農薬・排気ガス・喫煙など
⽣理的           … 細菌・ｳｲﾙｽ・ｱﾚﾙｹﾞﾝ・飢餓・過労・⼿術・⾻折・⽕傷・凍傷
など
⼼理的           … ⼈間関係・⼼労・不安・⼼配・恐れ・緊張・失望・怒りなど
社会的           … 仕事・責任・結婚など

ｽﾄﾚｽ時には体内で各種ﾎﾙﾓﾝが⽣産されます。

脳下垂体ﾎﾙﾓﾝ

副腎ﾎﾙﾓﾝ

副腎⽪質ｽﾃﾛｲﾄﾞは炎症を抑える作⽤があるため適応症としてかゆみからｶﾞﾝまで200 以上あ
ります。
ｽﾃﾛｲﾄﾞ・ﾎﾙﾓﾝは肝臓で⽣産されたｺﾚｽﾃﾛｰﾙを原料に副腎⽪質で作られるものです。



抗ｽﾄﾚｽ・ﾎﾙﾓﾝの原料ｺﾚｽﾃﾛｰﾙを⽣産する時や ｺﾚｽﾃﾛｰﾙから性ﾎﾙﾓﾝ、副腎⽪質ﾎﾙﾓﾝへの代謝時
に活性酸素が発⽣します。

ｽﾄﾚｽ状態 が継続するような場合、 抗ｽﾄﾚｽ・ﾎﾙﾓﾝは四六時中、⽣産と分解を繰り返すことに
なります。

この時（⽣産時と分解時）に発⽣する活性酸素は強い酸化⼒を持つﾋﾄﾞﾛｷｼﾙﾗｼﾞｶﾙです。
ﾋﾄﾞﾛｷｼﾙﾗｼﾞｶﾙはDNA・ﾀﾝﾊﾟｸ質・糖質・不飽和脂肪酸に作⽤し障害を起こします。

ｽﾄﾚｽは遺伝⼦の機能に⽀障を与えることになります。
特に継続するｽﾄﾚｽ＝精神的なｽﾄﾚｽは⾝体に⼤きなﾀﾞﾒｰｼﾞをもたらします。


